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遠隔授業に関する教員向けアンケート

（ダイジェスト版）
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調査の概要

１ 調査期間 ︓ 2021年10⽉１⽇（⾦）〜10⽉22⽇（⾦）

２ 調査対象 ︓ 関⻄⼤学の専任教員および⾮常勤講師（2,332⼈）

３ 調査⽅法 ︓ インターネットを活⽤したアンケート調査（無記名）

４ 有効回答 ︓ 564件（専任教員回答率60.4％、⾮常勤講師回答率5.1％）

５ 回答属性 ︓
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Q1 所属・研究科（⾮常勤含む）︓⼈数

教授

51.0%

准教授

18.7%

助教

1.9%

専任講師

0.8%

その他

27.6%

Q2 職階
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Ⅰ 担当者の科⽬属性や授業種別など
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Ⅰ 担当者の科⽬属性や授業種別など

82.1%

19.0%

58.9%

20.4%

1.4%

17.9%

81.0%

41.1%

79.6%

98.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

講義

外国語科⽬

演習

実験・実習・製図

その他

Q4 授業種別

あてはまる あてはまらない

32.8%

17.6%

69.1%

9.4%

46.1%

67.2%

82.4%

30.9%

90.6%

53.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

共通教養科⽬

外国語科⽬

専⾨教育科⽬

教職科⽬

⼤学院科⽬

Q3 担当科⽬

あてはまる あてはまらない

※いずれも該当するものを選択
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Q5 遠隔授業を準備・実施する際に、どのようなサポートを利⽤しましたか（複数選択）。 部局内の独⾃⽀援の利⽤

ITセンター・教育開発⽀援センターの講習会・相談会等

ITセンター・教育開発⽀援センターのWebサイトの情報

授業⽀援グループによる遠隔授業撮影サポートの利⽤（教室でのiPad

による撮影補助）
ITセンターによる講義動画準備⽀援の利⽤（セルフ授業録画ブース貸

出、動画コンテンツ圧縮サービス等）
学内の問合わせ窓⼝の利⽤（ITセンター・教育開発⽀援センター）

学外の講習会・相談会等

学外のFacebookなどのSNS、Webサイトなどを活⽤した情報

特に利⽤していない

その他
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Ⅱ コロナ禍以降の担当科⽬数
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Ⅱ コロナ禍以降の担当科⽬数
【各学期の授業実施形態】

2020年春︓原則、遠隔授業を実施
2020年秋︓原則、対⾯授業とし、⼀部遠隔授業を実施
2021年春︓原則、対⾯授業とし、⼀部遠隔授業を実施

対⾯授業は学期途中おいて、対⾯授業 → 緊急的な遠隔授業
→対⾯授業となった
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Ⅲ 授業について
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コロナ禍︓学⽣の理解度や学習成果の質に対する満⾜度
• 授業形態別の学⽣の理解度・学習成果に対する満⾜度は、

対⾯授業＞リアルタイム＞オンデマンド＞教材提⽰の順となった

4.0%

10.5%

13.2%

27.8%

16.1%

41.7%

54.6%

55.1%

9.2%

20.6%

16.2%

6.6%

5.5%

7.4%

4.8%

2.0%

65.2%

19.7%

11.2%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教材提⽰

オンデマンド

リアルタイム

対⾯授業

Q10 コロナ禍での遠隔授業や対⾯授業を実施して、学⽣の理解度や学習成果の質についてどの程度満⾜されいてますか。

満⾜している ある程度満⾜している あまり満⾜していない 満⾜していない 実施していない

11.6%

13.1%

14.9%

30.4%

46.3%

52.0%

61.5%

60.3%

57.9%
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76.4%

90.7%
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対⾯授業(N=418)
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23.1%

29.1%

20.2%

24.8%

23.7%

31.1%

31.6%

43.1%

46.8%

60.2%

51.8%

67.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

教材提⽰

オンデマンド

リアルタイム

対⾯授業

参考︓2021春_学⽣調査（N＝5,591）

到達⽬標を⾝に付けることができる

あてはまる どちらかといえばあてはまる
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講義系科⽬における授業の⼯夫

10.0%

11.1%

10.5%

32.8%

28.7%

24.0%

39.3%

59.5%

52.9%

19.7%

22.1%

33.6%

29.2%

38.2%

46.8%

38.6%

27.1%

38.9%

24.5%

17.2%

22.9%

17.1%

16.2%

14.4%

13.5%

6.9%

4.8%

45.7%

49.6%

33.0%

20.9%

16.8%

14.8%

8.5%

6.5%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

学⽣同⼠のディスカッションの機会

プレゼンテーションの機会

学⽣⾃⾝の課題設定に基づく探究学習

オンラインやICTツールを活⽤した学習

授業中の問いかけ

学⽣⾃⾝が学習をふりかえる機会

ふりかえりや課題に対するフィードバック

定期的な課題の提⽰

質問に対するフィードバック

Q11 コロナ禍で担当された講義科⽬において、以下に挙げる項⽬をどの程度実施されましたか。

よく⾏った ある程度⾏った あまり⾏ってない ⾏ってない

• 「よく⾏った」＋「ある程度よく⾏った」順にソート
• 講義系科⽬では「質問に対するフィードバック」「課題の提⽰」

「ふりかえりや課題に対するフィードバック」の順となった
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講義系科⽬以外における授業の⼯夫
• 「よく⾏った」＋「ある程度よく⾏った」順にソート
• 講義系科⽬以外では「質問に対するフィードバック」「課題の提

⽰」「授業中の問いかけ」の順となった

32.2%

35.0%

37.2%

42.5%

27.5%

42.9%

50.3%

50.9%

54.5%

26.8%

31.7%

29.5%

25.1%

45.2%

37.0%

30.9%

32.2%

32.7%

16.0%

13.5%

11.4%

9.3%

13.3%

8.6%

6.3%

6.0%

3.7%

25.1%

19.8%

22.0%

23.0%

14.0%

11.5%

12.5%

10.9%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

オンラインやICTツールを活⽤した学習

学⽣⾃⾝の課題設定に基づく探究学習

学⽣同⼠のディスカッションの機会

プレゼンテーションの機会

学⽣⾃⾝が学習をふりかえる機会

ふりかえりや課題に対するフィードバック

授業中の問いかけ

定期的な課題の提⽰

質問に対するフィードバック

Q12 コロナ禍で担当された科⽬（講義科⽬以外の科⽬）において、以下に挙げる項⽬をどの程度実施されましたか。

よく⾏った ある程度⾏った あまり⾏ってない ⾏ってない
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参考︓2021年春学期学⽣調査（N=5,591，回答率20.2％）の結果との⽐較
※2021春学期学⽣調査では、それぞれの項⽬について学習効果を⾼める上でどの程度効果的か、という質問をしており、その回答結果との⽐較。

37.2%

10.0%

28.6%

29.5%

19.7%

38.0%

66.7%

29.7%

66.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

④学⽣同⼠のディスカッションの機会

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

27.5%

24.0%

25.2%

45.2%

46.8%

41.4%

72.7%

70.8%

66.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

③学⽣⾃⾝が学習をふりかえる機会

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

42.9%

39.3%

38.1%

37.0%

38.6%

39.1%

80.0%

77.9%

77.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

②ふりかえりや課題に対するフィードバック

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

54.5%

52.9%

40.3%

32.7%

38.9%

37.8%

87.1%

91.8%

78.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

①質問に対するフィードバック

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）
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参考︓2021年春学期学⽣調査（N=5,591，回答率20.2％）の結果との⽐較
※2021春学期学⽣調査では、それぞれの項⽬について学習効果を⾼める上でどの程度効果的か、という質問をしており、その回答結果との⽐較。

50.9%

59.5%

18.9%

32.2%

27.1%

42.0%

83.1%

86.6%

60.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

⑧定期的な課題の提⽰

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

42.5%

11.1%

23.5%

25.1%

22.1%

36.9%

67.6%

33.2%

60.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

⑦プレゼンテーションの機会

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

50.3%

28.7%

20.8%

30.9%

38.2%

40.2%

81.2%

67.0%

61.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

⑥授業中の問いかけ

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

32.2%

32.8%

26.2%

26.8%

29.2%

38.6%

58.9%

62.0%

64.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

⑤オンラインやICTツールを活⽤した学習

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）
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参考︓2021年春学期学⽣調査（N=5,591，回答率20.2％）の結果との⽐較
※2021春学期学⽣調査では、それぞれの項⽬について学習効果を⾼める上でどの程度効果的か、という質問をしており、その回答結果との⽐較。

35.0%

10.5%

22.6%

31.7%

33.6%

37.6%

66.7%

44.1%

60.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

教員︓講義以外で⾏った

教員︓講義で⾏った

学⽣︓効果的

⑨学⽣⾃⾝の課題設定に基づく探究学習

教員︓よく⾏った（学⽣︓効果的である） 教員︓ある程度⾏った（学⽣︓やや効果的である）

Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.

14

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

2021年度春学期における成績評価⽅法
• 「あてはまる」順にソート
• オンラインによる試験の実施は少なく、 「レポートや課題提出（試験せ

ず） 」もしくは対⾯による試験実施」に基づく成績評価が多かった。

6.1%

7.0%

8.1%

22.0%

45.7%

57.8%

93.9%

93.0%

91.9%

78.0%

54.3%

42.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

期末テストをオンライン（リアルタイム型）で実施した

期末テストをオンライン（オンデマンド型）で実施した

期末テストは⾏わず、授業への参加状況や授業後

の振り返りに基づいて成績をつけた

期末テストを対⾯環境で実施した

期末テストは⾏わず、レポートや課題提出に

基づいて成績をつけた

Q13 2021年度春学期の期末試験および成績評価はどのような⽅法で⾏われましたか（複数選択）。

あてはまる あてはまらない
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学⽣の授業や課題に対する取組・姿勢（コロナ禍以前との変化）

• 「良くなった」の順にソート
• 「教員とのやり取りに対する意欲・積極性」の割合が⾼くなり、⼀⽅で

「学⽣同⼠のやり取りに対する意欲・積極性」の割合が低くなった。

11.5%

18.2%

20.4%

23.5%

37.2%

44.6%

46.3%

44.9%

19.1%

18.5%

13.2%

15.5%

32.2%

18.7%

20.0%

16.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

グループワークやディスカッションなど

学⽣同⼠のやり取りに対する意欲・積極性

授業全体に対する意欲・積極性

授業外で⾏う課題に対する意欲・積極性

質問や意⾒など教員とのやり取り

に対する意欲・積極性

Q14 学⽣の授業や課題に対する取組・姿勢についてどのようにお感じですか。以下の項⽬それぞれについて、

コロナ禍以前と⽐べた変化の観点からお答えください。

良くなった 変化なし 悪くなった 分からない
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遠隔授業を実施して「よかったこと」「困っていること」
• 「あてはまる」の順にソート、「あてはまらない」は⾮表⽰
• 「よかったこと」は「移動」「資料共有」の割合が⾼くなり、「困って

いること」は多くの項⽬がまんべんなく選ばれた。

5.5%

8.7%

9.8%

14.7%

19.2%

19.2%

25.8%

37.7%

63.8%

65.2%

0.0% 20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

授業の準備が楽になった

その他

あてはまるものはない

学⽣とコミュニケーションがとりやすい

学習進度が把握しやすい

学⽣が予習・復習をするようになった

授業運営の幅が広がる

参加状況が把握しやすい

資料提⽰・共有がしやすい

キャンパス、教室への移動がない

Q15 遠隔授業を実施して「よかった」と思われることをすべて選

んでください（複数選択）。

あてはまる

2.7%

10.8%

18.3%

41.2%

43.5%

44.8%

52.9%

59.1%

70.0%

71.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

あてはまるものはない

その他

期待する学習成果があがらない

⼼⾝の疲労感がある

学⽣へのフィードバックが⼤変

学⽣の理解度が把握しにくい

学⽣とのコミュニケーションがとりにくい

授業資料・課題をオンライン授業⽤に新しく

する必要がある

授業準備に時間が取られる

学⽣の反応が分かりにくい

Q16 遠隔授業を実施して「困っている」と思われることを

すべて選んでください（複数選択）。

あてはまる
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Ⅳ 今後について
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教育開発・改善のための⽀援に関する希望について
• 「あてはまる」の順にソート
• 「著作権保護」「学⽣の多様性」「ICT活⽤教育」「学習成果の測定・評

価」の順に選ばれた。

11.3%

12.1%

17.5%

20.7%

28.8%

31.7%

31.7%

32.1%

37.8%

39.5%

88.7%

87.9%

82.5%

79.3%

71.2%

68.3%

68.3%

67.9%

62.2%

60.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

TA・LAの育成⽀援

教育について気軽に相談できる窓⼝の設置

教育制度やカリキュラムのデザインに関するリソースの提供と⽀援

遠隔授業のための動画コンテンツの作成⽀援

授業のデザインや教え⽅に関するリソースの提供と⽀援

学習成果の測定・評価に関するリソースの提供と⽀援

ICT活⽤教育に関するリソースの提供と⽀援

学⽣の多様性への対応に関する⽀援

授業における著作権保護に関する⽀援

Q17 遠隔授業を含む教育開発・改善のための⽀援についてどのようなご希望をお持ちですか。（複数選択）

あてはまる あてはまらない
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今後のオンラインの活⽤について

45.0% 34.9% 9.8% 6.6% 3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

Q18 今後、⼤学等の⾼等教育において対⾯授業の良さと遠隔授業の良さを組み合わせた授業を展開していくことについて、⼀般論とし

てどの程度必要だと感じていますか。

必要だと感じている ある程度必要だと感じている どちらでもない あまり必要だと感じていない 必要だと感じていない

3.2%

7.3%

11.2%

16.9%

18.2%

18.7%

20.0%

25.5%

25.7%

32.8%

37.8%

47.6%

96.8%

92.7%

88.8%

83.1%

81.8%

81.3%

80.0%

74.5%

74.3%

67.2%

62.2%

52.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

授業の全てをオンデマンドで実施

その他

教室以外の場所での学習を促すツールとして

活⽤は考えていない

反転授業として

多様な場所（海外や他⼤学など）と中継して実施する授業

予習の補助教材として

授業の⼀部をオンデマンドで実施

外部講師による講義

復習の補助教材として

多様な学⽣への学習⽀援の⼀貫として

教員や学⽣の多様なニーズに応じたオンラインの活⽤

Q19 コロナ後のご⾃⾝の担当する授業やその他の教育・学習場⾯において、オンデマンドやオンライン（Zoom等のリア

ルタイム）を活⽤する予定はございますか。あてはまるものをすべて選んでください（複数選択）。

あてはまる あてはまらない
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Ⅴ ⾃由記述について
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Q20（⾃由記述）の分類
• “Q20 コロナ禍での授業において、教育・学習の質を⾼めるため

の実践や⼯夫として良かったと思われることがあればお書きくだ
さい。”

• 以下の９つに⼤分類

A
教材作成、課題作成時におけ

る⼯夫

B
関⼤LMSの活⽤

C
関⼤LMS以外の各種ツールの

活⽤

D
授業の実施形態

に関する⼯夫

E
アクティブ・ラーニング

の実施

F
アンケートや課題実施に

よる理解度の把握

G
フィードバックの実施

H
予復習を促す⼯夫

I
その他

Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.
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Q20（⾃由記述）の分類

A 教材作成、課題作成

時における⼯夫, 17.6%

B 関⼤LMSの活⽤, 6.8%

C 関⼤LMS以外の各種ツー

ルの活⽤, 19.8%

D 授業の実施形態に関する

⼯夫, 10.1%

E アクティブ・ラーニ

ングの実施, 6.1%

F アンケートや課題実施によ

る理解度の把握, 10.8%

G フィードバックの実

施, 11.2%

H 予復習を促す⼯夫, 7.6%
I その他, 

10.1%

• 延べ278件（１つの記述で複数の分類に及ぶものはそれぞれ分けてカ
ウント）

• 「関⼤LMS以外の各種ツールの活⽤」が最も多くなった
（19.8％）。
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Q21（⾃由記述）の分類

• “Q21 今後の授業において、教育・学習の質を⾼めるため
に新たに取り組もうとされていることがあればお書きくだ
さい。（⾃由記述）。”

• 以下の８つに⼤分類

１ 教材や課題作成
の改善

２ アクティブラー
ニングの実施⽅法

等の改善

３ 学外団体との連
携、講師等の受⼊

４ 授業実施⽅法の
⾒直し

５ ICTツールのさ
らなる活⽤

６ 予習復習の推進

７ ⼤学への意⾒ ８ その他
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Q21（⾃由記述）の分類
• 延べ172件（１つの記述で複数の分類に及ぶものはそれぞれ分けてカウント）
• 「４ 授業実施⽅法の⾒直し」が最も多くなった（22.7％）。
• 回答者割合（27.6％）に⽐べ、⾮常勤講師の回答が多くなった（37.9％）

１ 教材や課題作成の改善

（オンデマンド動画含む）, 

18.0%

２ アクティブ・ラーニン

グの実施、⽅法等の改善, 

2.9%

３ 学外の団体との連携、

講師等の受け⼊れ, 4.7%

４ 授業実施⽅法の⾒直し, 

22.7%
５ ICTツールのさら

なる活⽤, 18.6%

６ 予復習の促進, 5.8%

７ ⼤学への意⾒, 9.3%

８ その他, 18.0%
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教育・学習⽀援につなげる内容や取組の共有について

最後に、今後の教育・学習⽀援につなげるために、本アン
ケート（特に最後の⾃由記述項⽬）で回答いただいた内容や
取組について詳しく伺わせていただける場合は、⽒名・メー
ルアドレスをご記⼊いただくようお願いをしました。

合計 171⼈ の⽅にメールアドレスを記載いただきました。

⾃由記述への記載、今後につなげる内容や取組の共有など、
本アンケートへの回答にご協⼒いただき、誠にありがとうご
ざいました。

教学IRプロジェクト


